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方
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中期計画 

重点方針】 

グローバル社会

東京都が設立

社会の要請に的

取組の進捗や成

   
９年度計画の特

期中期計画に照
・効率化を推進

◆中期目

◆数値等

◆実施体

◆重点事

基  
本
方
針 

教育・

社会貢

グローバル

組織運営

～第三期

公立大学

一層の飛躍に

会において活躍

した公立大学法

的確に応えるた

成果を定量的・客

 計画

特徴 
第三

照らし初年度に
進する取組等に

目標・計画に照ら

等により到達目標

体制を明確にし、

事項や KPI の進捗

研究の充実 

貢献の推進 

ル化への対応の加

営基盤の強化

期中期計画中の

学法人首都

に向けた“選

躍できる人材の

法人としての特

ための法人運営

客観的に把握する

画期間：２０１７

三期中期計
重点的に取り組
積極的に挑戦し

らし、初年度に重

標を明確化・客観

計画の実行性を

捗管理の定例化を

加速 

化 

の戦略的な法人運

豊かな人間性と

成のため、教育

東京 2020 ｵﾘﾝﾋﾟ

とした都との連

学生の留学支援

との国際連携を

情報セキュリテ

的展開、ダイバ

都大学東京

選択と集中”に

の育成、人類社会

特色を生かした教

営基盤の強化 

るため半数以上の

７（平成２９）年

計画期間の⾶
組むべきことを
します 

重点的に取り組む

観化し、ＰＤＣＡ

を確保しつつ、組

を図る仕組みを構

運営を推進する

と創造性を兼ね備えた世

育・研究内容の充実や環

ﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大

連携強化及び教育・研究

援や留学生の受入れを

を展開するなど国際化

ティ対策の徹底、ブラン

バーシティの推進、施

京 平成２

による積極果

会の発展に貢献

教育研究を推進

の項⽬に重要業

年度～２０２２（

⾶躍の礎と
を明確化・具体化

むべきことを明確

Ａにより事業をレ

組織間の連携・協

構築 

るための仕組み

世界で活躍できる人材

環境整備を推進

会に向けた積極的な取

究成果の社会への積極

拡充するとともに、世

を加速 

ンド力向上に向けた広

設設備の計画的な更新

２９年度計

果敢なチャレ

献する卓越した

進し、東京の未

績評価指標（Ｋ

（平成３４）年度

となる計画を
化し、社会要請

確化・具体化 

レベルアップ 

協力を深化 

みを導入し、ガバ

材の確保・育

取組をはじめ

極的な還元 

世界の大学等

報活動の積極

新・整備 

計画（概要

ンジの展開

た研究の推進 

未来へ貢献 

ＫＰＩ）を設定

度 

を⽴案 

請や時代の変化

バナンス体制を

※基本方針
（４５項目

計２９１

要）について

 

定 
第三期中期計画では、

“2018 年問題” “東京

まえ、質の高い教育研究

に応じた創造性

を強化します～

針に従い、首都大（
目）、高専（３３項目
１項目の年度計画を

て 

“グローバル化の深化” “第

2020 大会”など社会情勢の

究や社会貢献を実践します

性ある取組、更

～ 

１３９項目）、産技
目）、法人（７４項目
策定しました。 

第 4 次産業革命”

の急激な変化を踏

す 

更なる質の

技大 
目）、

1

S0030208
タイプライターテキスト

S0030208
タイプライターテキスト

S0030208
タイプライターテキスト

S0030208
タイプライターテキスト

S0030208
タイプライターテキスト

S0030208
タイプライターテキスト

S0030208
長方形

S0030208
テキストボックス

S0030208
取り消し線

S0030208
タイプライターテキスト

S0030208
タイプライターテキスト

S0030208
タイプライターテキスト

S0030208
タイプライターテキスト

S0030208
タイプライターテキスト

S0030208
タイプライターテキスト
資料１

S0030208
タイプライターテキスト

S0030208
タイプライターテキスト

S0030208
タイプライターテキスト

S0030208
タイプライターテキスト

S0030208
タイプライターテキスト

S0030208
タイプライターテキスト

S0030208
タイプライターテキスト



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■教育

現

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２９

現

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【ﾌﾟﾚｾﾞﾝ
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■能動
シス
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■基礎
■授業
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■新た
編構

※能動

■ＵＲ
推進

■基本
究費

■国際
の設

※研究

 

・研究の充実

現状（第⼆期中期

９年度計画 重

現状（第⼆期中期

ﾝﾃｰｼｮﾝﾙｰﾑ（ﾗｰﾆﾝｸﾞ･ｺﾓﾝｽﾞ）】

生が本物の“考える
に向けた教育改革基
動的学修を促進する
スタント）制度の再
ズの開設 
礎ゼミナールの充実
業改善アンケートを
の構築 
たな時代要請に応え
構想案の策定 

動的な学び育成に向

ＲＡの配置、総合研
進体制の整備 
本研究費、研究費学
費制度の充実 
際的研究拠点を目指
設置 
究支援充実により高

期期間までの取組
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

重点取組 

期期間までの取組
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【授業改善ハンド
 

【研究推進体制（総合研

る力”を身に付け
基本方針の策定 
るＴＡ（ティーチ
再構築、ラーニン

実、総合ゼミナー
を軸とした授業改

えるための教育研

向けた教育改革を

研究推進機構の設

学長裁量枠の見直

指す部局附属研究

高い研究実績を維

組） 

組） 

 ドブック】

 研究推進機構）】

ける環境確

チング・ア
ング・コモ

ールの開講 
改善サイク

研究組織再

を始動

設置等研究

直しなど研

究センター

維持 

 

◆教育改⾰
 ・平成３

を再構
・大学院

ます
 ・能動的

採用拡
改革推

◆教育改⾰
・全学的

の把握
促進し

・授業改
進しま

・大学入
ターを
取組み
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◆世界をリ
 ・基礎研

る国際
な支援
獲得額

 ・産業振
野横断

◆研究推進
 ・戦略的

援事業
 ・研究力

取組を
 ・研究施

称）設

平成 29
⾰の推進のための教
３０年度の教育研究
構築、カリキュラム
院の分野横断型プロ
（平成３０年度よ
的な学びを促進する
拡充等に向け、事業
推進事業の仕組みを

⾰を推進するための
的な教育改革の更な
握・検証の仕組みを
します。 
改善実践例等の全学
ます。 
入学者選抜改革への
を設置するとともに
みを推進します。

年度計画

リードする研究の重
研究力の更なる強化
際的研究拠点を目指
援を行う等、研究水
額１５０％以上（26

振興やエネルギー問
断的・学際的な大型

進体制の整備 
的な研究支援を強化
業やＵＲＡのプロジ
力の強化を図るため
を展開します。 
施設・設備の戦略的
設立に向けた取組

年度計画

対応報告事対応報告事

対応報告事対応報告事

対対

教育課程の⾒直し
究組織の再編に向
ムマップ等を策定
ログラムのパイロ
り開始）。 
るアクティブ・ラ
業予算の重点支援
を見直します。 

の環境整備 
なる推進に向け、
を検討し、教育に

学共有化の促進に

の円滑な対応に向
に、ＡＯ入試等の

教育改⾰の

重点的な推進 
化を目指す研究や
指す研究に、学長
水準の向上を図り
6-28 年度平均比））。
問題・危機管理な
型プロジェクトを

化するため、総合
ジェクトマネジメ
め、海外の有力な

的な運用を図るため
を推進します。

研究⽀援の

事項事項 

事項事項 

対応報告事項対応報告事項

 

し 
け、全部局のカリ
します。 
ットプログラム設

ーニングの推進及
援等を行う首都大学

教学ＩＲに基づく
係るデータ分析の

により、教員のＦＤ

向け、アドミッショ
多様な選抜の拡充

の推進・30 年度

 

や、首都大の強み・
裁量枠による戦略
ます（研究センタ

ど大都市課題解決
を創設します。 

研究推進機構にお
ント力の強化を図
研究者との連携強

め、研究機器共用セ

の重点化による⾼

対応報告事項対応報告事項

対応報告事項対応報告事項

リキュラム

設計を行い

及びＴＡの
学東京教育

く教育成果
の取組みを

Ｄ活動を推

ョン・セン
充に向けた

度組織再編への

人文・社会

法　 学 　

経 営 学 

理 工 学 

（系に属さない｡

　都市政策

システムデザイ

　健康福祉学部

《現　　　

都
市
教
養
学
部

　都市環境学部

【首都大学

【第
✯学部
✯TA
（ｱｸ

・特色を有す
略的・重点的
ター外部資金

決に資する分

おける研究支
図ります 
強化に向けた

センター（仮

⾼い研究レベル
【

【第
✯T
✯外
✯研

首

の対応

《再　

会系 　人文社会

系 　法　　学　

系 　経済経営

系 　理　　学　

｡2年次から選択）

策コース

　都市環境

　システム

　健康福祉

ン学部

　行》

　　　　　　　　　〔普遍的で基礎

　　　　　　　　〔都市の課題解決

学部を分割

分かりやすい
学部名称に

電
気
・
機
械
を
再
編
・
統
合

情報分野を強化

都
市
政
策
分
野
を
再
構
築

学部の性格を

学東京の学部の再編成（

３期 KPI】
部等の再編     3

A等の配置数   1,00
ﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ補助等） 

ルの維持・強化
研究広報紙 TMU-Beyond A

第３期 KPI】
Top10％論⽂割合  1
外部資⾦獲得額  150
研究センター設置数  

首都大 

 

　編　　案》

会学部

　部

営学部

　部

境学部

ムデザイン学部

祉学部

礎的な学問分野〕

決に対応した応用的な学問分野〕

を明確にし構成を再整理

平成30年度～）】 

30 年度 
00⼈以上 

化 
Academia】 

10％以上 
0％以上増 
 12 拠点 
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■社会
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れ

・東
ン

・障
傷

〜東京

【受入・派遣

【総合防

■国際
国際

■経済
■留学
ログ
よる

※派遣
数の

■大都
実、
研究
携の

■「多
機関

※都な
の充

受入（人

派遣（人
国際交流協定

現状（第⼆期中

現状（第⼆期中

ローバル化への

会貢献の推進 

ボランティア・リー
れる人材のマッチン
東京 2020 大会の成
ンポジウムを開催
障がい者スポーツに
傷性への影響など障

京 2020 オリン

遣留学生数・協定校数（全学

防災対策研究プロジェクト】

際化の加速・充実に
際化行動計画の策定
済的支援など学生の
学生宿舎の確保、S
グラム）の開始など
る留学生受入体制の

遣留学生数・受入留
の大幅な拡大 

都市課題解決を目指
スタートアップ制

究プロジェクトの創
の強化 
多摩の魅力発信講座
関等と連携した地域
などとの連携強化
充実 

H23 H24 H25 H26

人） 286 355 383 414

人） 44 62 138 169
定（校） 40 48 56 79

期期間までの取組
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中期期間までの取組
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対応の加速 

ーダー育成のため
ングを可能とする

成功とレガシーの継
します。 
に係る教育プログ
障がい者スポーツ

ンピック・パラリ

）の推移】 

 

に向けた国際化基
定 
の海外派遣留学制
SATOMU（交換留学
ど受入プログラム
の整備 

留学生数・国際交

【日本

指し、施策提案発
制度の創設、総合
創成など都・市町

座」の実施など、
域連携活動の推進
を通じた都市課題

【多摩の魅力発

H27

435

200
96

組）

組）

のボランティアプ
る環境を整備します
継承に資する研究

グラムを継続すると
ツに係る調査・研究

リンピックに向け

基本方針、

度構築 
学生受入プ
の充実に

交流協定校

本語授業】 

発表会の充
合防災対策
町村との連

地元金融
進 
題解決活動

 
発信講座】 
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◆学⽣の海
・留学英

実施に

 ・国内外
都市外
らの大

◆国際通⽤
 ・国際通

的導入
との国
の交流

◆全学的な
・産業振

分野横
京都へ

 ・高度金
グラム

◆産学公連
・地域課

関する
推進し

・学術成
オープ

プログラムを拡充す
す。 
プロジェクトを創

とともに、競技用
究を展開していき

けた取組の展開〜

年度計画

年度計画

海外派遣・留学⽣
英語講座の拡充や
により学生の海外

外でのプロモーシ
外交人材育成基金
大学院生受入れ等

⽤性ある教育研究
通用性ある教育研
入方針の策定、四
国際交流協定の拡
流重点校の制度設

な都連携の取組の推
振興やエネルギー問

横断的・学際的な大
への施策提案を促進
金融人材育成プログ
ムを実施し、都の施

連携の推進・⽣涯学
課題解決に向け、金
るプロジェクトを実
します。 
成果の都民への還元
プンユニバーシテ

するとともに、東

創設するとともに、

車椅子の使用によ
ます。 

〜

受⼊れの拡充 
奨学金プログラム

外派遣を促進します

ョン拡充、短期で
によるアジア諸地

等により留学生の受

環境の整備 
究環境の整備に向
半期授業の試行、
充や活発な教育研
計などを行います

国際的な教

推進 
問題・危機管理な

大型プロジェクト
進します。 
グラムや自治体職
施策との連携を推

学習機能の充実
金融機関や民間企
実施するとともに

元や社会人リカレ
ィの講座体系の見

東京 2020 大会で求

、成果発信のため

よる体育館床材料の

都⺠⽣活の

 

 

ム、国際副専攻コー
す（派遣留学生数

での受入れプログ
地域や都の姉妹友好
受入れ拡大を図って

向け、科目ナンバリ
互恵的関係を構築

研究交流が見込め
す。

教育研究環境構築

など大都市課題解決

トを創設する（再掲

職員向け地域創生に
推進します。 

企業等と連携を強化
に、大学発ベンチャ

レント教育の更なる
見直し等を推進しま

求めら

のシ

の耐

の質的向上への取組

【地域ボランティア

対応

ースの着実な
２１７名）。 

ラムの充実、
好都市等か
ていきます。

リングの全学
築できる大学
る大学等と

築の推進

【第
✯学
✯外
✯国

決に資する 

掲）とともに、東

に関する研修プロ

化し、地域支援に
ャーの創成支援を

る充実を目指し、
ます。 

【第３
✯⼤型

組の充実

【

 
アプログラム（首都大）】

応報告事項

首

第３期 KPI】
学⽣の海外派遣  1,3
外国⼈留学⽣受⼊れ 9
国際共同研究等件数 2

３期 KPI】
型研究プロジェクト 10 件

【日本語･日本事情短期集

【ＴＭＵ2020（首都大 東京

【地域創生スクー

首都大 

350 ⼈程度 
900 ⼈程度 
200％以上 

件以上創設 

 
中コース】 

 
京2020ＨＰ）】 

 

ール】 
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■社会

・東
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〜東京

■次世
めの
善、
ム（

■学生
ロマ
ニン

■ＨＰ
トに

 
※高度

向け

■ＡＰ
ク）設

■グロー
の開始
育成充

※海外大
た教育研

■都の
の現

■社会
るマ

※専門

現状（第⼆期中
・研究の充実

ローバル化への

現状（第⼆期中

貢献の推進 
現状（第⼆期中

東京 2020 大会に関
実施します。 

京 2020 オリンピ

世代成長産業分野に
教育プログラムの
他大学や産業界と

（enPiT）の展開 
生が獲得した能力評
サプリメントの作

ングの導入など教育
リニューアル、大

にあった効果的な入

度専門技術者の育成
けた実践型教育を深

ＥＮ（アジア高度
設立によるアジア
ーバルＰＢＬや国
始などグローバル
充実 

大学との連携構築
研究のグローバル

政策課題解決支援
現状」の作成、自治
人専門職コミュニ
ンスリーフォーラ

職大学院の特性を

中期期間までの取組
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対応の加速 
中期期間までの取組

 
 
 
 
 
 
 

中期期間までの取組
 
 
 
 
 
 

【ＰＢＬ成

連するテーマを扱

ピック・パラリン

における高度人材養
の開発、ＰＢＬ教育
と連携した情報教育

評価基準を明示した
作成、ブレンディ
育の質の改善の促進
大学説明会の充実、
入試広報の展開 

成に 
深化 

度専門職人材育成ネ
ア地域の大学等との
国際コース 
ル人材の 

築等を通じ 
ル化推進 

援に向けた「東京の
治体職員向けＩＴ研
ニティの形成支援
ラムの実施 

を活かした社会貢献

【ｸﾞﾛ

組）

組）

組）

成果発表会】 

扱うＰＢＬ（２テー

ンピックに向けた

養成のた
育手法の改
育プログラ

たディプ
ッド・ラー
進 
、ターゲッ

ネットワー
の連携構築 

の中小企業
研修の実施
・充実を図

献の推進 

 
ﾛｰﾊﾞﾙＰＢＬ】 

平成 29

 

平成 29

 

平成 29

 

◆イノベー
・企業に

の教育
まえた

・実践的
標の検
Ｍｅ
る教育

◆志願者獲
・ロール
リエゾ
を活用
り、専
す。

◆グローバ
・国際社
したグ

・TOEIC
ア開発

◆社会⼈リ
・最新の

ムの充
ごとの

ーマ以上）を実施

た取組の展開〜

9 年度計画

9 年度計画

9 年度計画

ーション⼈材を育
における新規事業
育プログラムの開
たカリキュラム全
的な教育方法の更
検討を行うととも
ｔｈｏｄ（仮称）」
育手法の検証・見

獲得に向けた効果
ルモデル集の活用
ゾンによる企業・
用した大学院説明
専門職大学院にふ

バル⼈材を育成す
社会での活躍を想
グローバルＰＢＬ
C 等のスコアや国際
発に応じたグロー

リカレント教育と学
の技術動向等をテ
充実（参加者６０
の研究会の設置を

施するとともに、新

成する⾼度専⾨職
業開発や起業・創業
開発・設計とともに
全体の見直しを行い
更なる推進に向け、

に、ＰＢＬ教育のノ
の作成・公開、

見直し等を進めてい

果的な広報活動の展
等による教育成果
大学等の訪問、Ｗ

明会への集客（参加
ふさわしい学生の確

する教育の推進 
想定した教育プログ

を展開していきま
際的に通用する資

ーバル人材として獲

学修コミュニティ
ーマとした学内外
０名確保）を図る
支援する仕組みを

実践型教育

学修コミュ

アジア諸

新しいサービスにつ

 

 

 

職教育の展開 
業を担う人材育成
に、産業界のニー
います。 
ＰＢＬ教育に対す

ノウハウを体系化した
アクティブ･ラー

いきます。 

展開 
果の効果的な発信
ＷＥＢやソーシャ
加者２５０名確保）
確保に向けた活動

グラムである国際
ます。 
資格取得、グローバ
獲得すべき能力指

ィの充実等 
外の勉強会であるマ
るとともに、修了生
を構築します。 

育の推進・志願者の

ュニティ形成⽀援

諸国の⼤学等と連携

つながるアイデア

対

のため 
ズを踏 

する評価指
た「ＰＢＬ 
ニングに係

、教職員や
ルメディア
）などによ
を展開しま

コースの実施やア

バル対応科目の履修
標の設計に着手し

【第３期
✯グローバ

【第３期 K
✯ﾏﾝｽﾘｰﾌｫｰ
✯⾃治体職

マンスリーフォー
生が主宰する専門

の確保

援の充実

携したグローバル

アを募集するビジネ

【第３期
✯新規カ
✯ｱｸﾃｨﾌ
✯⼤学院

対応報告事項

 産

アジア諸国等の大学

修など個々の学生
します。 

KPI】
バル⼈材能⼒指標達成

 全学⽣

KPI】
ｰﾗﾑ参加者数  年間 60

職員向け講座数    年間

【ＡＩＩＴロールモデ

ーラ 
門分野 

ル教育の推進 

ネスコンテスト（

【AIITイノベーションデザ

期 KPI】
カリキュラム開発    
ﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞ導⼊率 全授
院説明会参加者数 年

産技大 

学と連携

生のキャリ

成割合   
⽣の 8 割 

00 ⼈程度 
間 10 講座 

 

デル集】 

（仮称）を

 
ザインフォーラム】 

  30年度 
授業の8割 

年間 250 名
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■教育

■グロ

■社会

・地域
推進

〜東京

■教育
や産
編、

■キャ
体系

■多様
によ
Ｐサ

※「も

■国際化
の充実

■ＪＡＢ
の再編

※ものづ
リキュ

■ものづ
教育

■オリ
マッ

※もの

【エン

現状（第⼆期中
・研究の充実

現状（第⼆期中

ローバル化への

現状（第⼆期中

会貢献の推進 

の中学生と協働し
していきます。

京 2020 オリンピ

育課程・教育手法の
産業界のニーズを踏
エンジニアリング

ャリア支援センター
系の再整備 
様な学生確保に向け
よる高専ブランド構
サイトの新設 

ものづくりスペシャ

化推進プログラム
実など国際化事業
ＢＥＥ受審を視野
編 

づくり産業のグロ
ュラムの整備・充

づくり教育のすそ
プログラム」の開
ンピック・パラリ
プの作成開始 

づくり教育の中核

ンジニアリングデザイン教育

中期期間までの取組
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

中期期間までの取
 
 
 
 
 
 

の対応の加速 
中期期間までの取組

 
 
 
 
 
 
 

して、障がい者等の
ピック・パラリン

の充実を図るため
踏まえたカリキュ
グデザイン教育の
ーの設置などキャ

けた、シンボルマー
構築の推進、女子学

ャリスト」育成教

【女子学生向けＨ

ムの策定、海外体験
業の体系化 
野に入れた教育カリ

ローバル化に対応し
充実 

そ野拡大に向けた
開発、普及促進 
ンピックを見据え

核としての社会貢献

 】

組）

組）

組）

のスムーズな移動
ンピックに向けた

、技術革新
ュラムの再
の導入 
ャリア教育

ークの作成
学生向けＨ

教育の充実 

ＨＰサイト】

験プログラム

リキュラム

した教育カ

「ものづくり

えた快適環境

献を推進

 

 

平成 29

 

平成 29

◆国際的に
・産業界

技術者
ラムを
たカ

・エンジ
教育を

・ルーブ
みの充

◆意欲ある
・意欲あ
略の策
す。

 

◆国際的に
・ＪＡ
通用性

・国際的
より実

◆ものづく
・中小企

ととも
・情報関

動を支援する快適環
た取組の展開〜

平成 29

対応報告事

9 年度計画

9 年度計画

に通⽤する⼯学教
界や社会の人材ニ
者及び航空技術者
を展開するととも
リキュラムを着実
ジニアリングデザ
を推進します。
ブリック評価の導
充実により、授業

る志願者確保に向
ある志願者を確保
策定など、ターゲ

に活躍できる技術
ＢＥＥプログラム
性のある工学教育
的に活躍できる技
実践的な新たな海

くり技術者の学び
企業のニーズに応
もに、若年層から
関係業務に携わる

環境マップの機能拡
〜

9 年度計画

事項

教育の展開 
ニーズを踏まえ、情
者育成のための新た
もに、ＪＡＢＥＥ
実に実施していきま
ザイン教育等の課題

導入など学生の学習
業改善の取組を更に

向けた戦略的な広報
保するため、ブラン
ゲットを定めた戦略

術者の育成の推進
ムに対応したカリキ
育を展開していきま
技術者の育成のため
海外体験プログラム

直し教育の展開等
じた新たな技術者
の技術者教育の一
自治体職員や社会

国際的に

グローバル化

ものづく

拡充に取り組むと

 

 

 

情報セキュリティ
たな職業教育プロ
（※）プログラム
ます。 
題発見・解決型の

習到達度評価・検証
に促進します。 

報の展開 
ンド力向上に向け
略的な広報活動を展

キュラムを着実に
ます（再掲）。 
め体系化した国際
ムを実施（派遣数

等 
者育成講座を試行す
一環として中学生向
会人向け情報セキュ

に通⽤する⼯学教

化に対応できる技

くり技術者⽀援の

とともに、高専の知

※JABEE：（社）日

対

【第３期 KP
✯情報セキュ

航空技術者
✯JABEE 受審

【第３期 KP
✯海外体験ﾌﾟ

【第３期 K
✯ものづく
✯都職員向

【情

グ 
に対応し

実践的な

証の仕組

た広報戦
展開しま

実施するなど、国

際化事業を再構築し
数７０名予定）しま

する 
向け情報セキュリ
ュリティプログラ

教育の充実

技術者教育の推進

の充実

知見を活用した東

本技術者教育認定機構 

対応報告事項

PI】
ュリティ技術者 50 名
者       20 名
審            33 年

PI】
ﾛｸﾞﾗﾑ参加者数 年間

KPI】
り技術者育成講座 倍

向け情報ｾｷｭﾘﾃｨ講座  3

情報セキュリティ技術者育

国際

し、
ます。

ティ研修を実施し
ラムの設計に着手し

京 2020 大会に資す

【GCP<ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾐｭﾆ

高専 

名以上輩出  
名以上輩出 

年度 

間 70 ⼈程度 

倍増 
31 年度開講 

育成プログラム】 

します。 
します。 

する研究を

 
ﾆｹｰｼｮﾝ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ>】 
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■組織

■情報セ
ティ組
育の充

■女性研
保育施

 
※社会的

体制整

■理事
法人

■計画
セス

■外部
点教

■２大
入、
た教

■「人
活動
策定

■大学
ラム

■ブラ
定、

 
※法人

組織

現状（第⼆期中
織運営基盤の強化

現状（第⼆期中
セキュリティ対策
組織（ＣＳＩＲＴ
充実 
研究者研究支援員
施設の開設 

的信頼を確保する
整備を促進 

事長、学長、校長の
全体の改革推進に

画、予算、組織・人
の確立 

資金獲得推進に向
教員支援制度の構築

学１高専の特性に
将来を見据えた

教員定数の設定 
材育成プログラム
の展開、「国際化に

定 

学高専連携事業基金
や共同研究、動画

ンド力向上に向け
新聞一面広告など

運営を支える 
織運営基盤を強化

【全国紙新聞広告（読売新聞）

中期期間までの取組
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

化 

中期期間までの取組
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【個人情報

策の総点検に基づく
Ｔ）の設置、セキュ

員制度、学内 

るための 

のリーダーシップ確
に向けた理事協議会
人員が連動した計画

向けたＵＲＡの採用
築 

に合わせた教員人事
「選択と集中」の観

ム」に基づく法人職
に対応する職員育

金を活用した国際連
画コンテストの実施

けた法人全体の広報
ど法人広報の強化 

）】 

組）

組）

報保護ポスター】 

くセキュリ
ュリティ教

確立による
会の設置 
画策定プロ

用、研究重

事制度の導
観点に立っ

職員のＳＤ
育成方針」の

連携プログ
施 

報戦略の策

 

 

 

◆戦略的な
・法人の

中長期
す。

・教育研
の検討
会的要

◆財務基盤
・法人運

金獲得
金増収

◆グローバ
・各学校
際化に
１７％

◆法⼈内教
 ・３つの

施など

◆戦略的な
・首都大

略を策
のマー
な広報

◆社会的
・情報

化す

◆多様性
・障が

環境

平成 29

平成 29

な法⼈経営の展開
の重点事業に対す
期的に見据えた財

研究組織の再編成
討（産技大）、新た
要請に応えた教育

盤の整備 
運営の安定性・自
得目標を設定、達
収に向けた取組を

バル化を⽀える組
校のグローバル化
に対応する職員の育
％以上）します。

教育研究機関の更
の教育研究機関の
ど、２大学１高専

な広報の展開 
大のブランド力向
策定するとともに
ークやスクールカ
報を推進します。

的責任を果たすため
報セキュリティ対策
する等、インシデン

性の受容を促進する
がい者差別解消やハ
境の整備を進めます

9 年度計画

9 年度計画

開等 
る適正な進捗管理

財政運営等により戦

成（首都大）、産業
たな職業教育プロ

育研究の質向上の取

律性を一層確保す
達成に向けた支援を
を強化します。 

組織基盤の整備 
化に対応するため、
育成を推進（ＴＯ

更なる連携の促進
学生が連携した新

専の連携した取組を

上を図るため、タ
に、大学のコンセプ

ラーの活用による
 

めの体制の強化 
策の強化を図るた
ント対応体制の維

るダイバーシティの
ハラスメント防止研
す。 

法令遵守等

戦略的法

 

 

理、法人予算全体の
戦略的な法人経営

業界の動向等を踏ま
グラムの実施（高

取組を法人全体で推

するため、各学校
を促進するととも

職員の海外研修の
ＥＩＣ６００点以

新たな海外交流プ
を更に推進します。

ターゲットを明確に
プトを端的に表した
る大学の魅力発信

め、セキュリティ
持向上を図ります

の推進 
研修の推進、出産

等社会的な責任体

✯

法⼈運営体制の強

対応報告事項

の収支構造を
を加速しま

まえた在り方
高専）など社
推進します。

ごとに外部資
に、一般寄附

の拡大など国
以上職員 

ログラムの実
。 

にした広報戦
た新たな大学
など、効果的

専門組織ＣＳＩＲ
す。 

産・育児等の両立支

体制の整備の推進

【第３期
✯⼥性教員

【第３期 KPI】
✯TOEIC ｽｺｱ 600 点以

強化

対応報告事項

ＲＴ要員の養成教

支援制度の運用等

進

KPI】
員⽐率（⾸都⼤）全教員

上職員数 全職員の 2

【職員海外研修プログラ

【首都大コミュニケーション

法人 

育を強

等、職場

員の 20％ 

25%以上 

ム】 

ンマーク】 
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